
． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/ （４）元 ８ １

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
等
の

下
期
前
納
手
続
き
は
８
月
末
ま
で

　
令
和
元
年
度
の
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意
加

入
被
保
険
者
の
１
か
月
当
た
り

の
保
険
料
は
１
万
６
千
410
円
で

す
が
、ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、

割
引
が
適
用
さ
れ
、お
得
で
す
。

　
例
え
ば
、
10
月
分
～
令
和
２

年
３
月
分
の
６
か
月
分
を
毎

月
納
付
し
た
場
合
、
合
計
額

が
「
９
万
８
千
460
円
」
と
な
り

ま
す
が
、
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
で
ま
と
め
て
前
納
す

る
と
「
800
円
」
の
割
引
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
ま

と
め
て
前
納
す
る
場
合
、
割
引

が
さ
ら
に
ア
ッ
プ
し
「
１
千
120

円
」
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
期
限
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
申
し
込
み
方
法

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

申し込み期限

８月末

２年２月末

前納の種類

１０月～
令和２年３月

２年４月～
９月

２年４月～
３年３月

２年４月～
４年３月

下期

上期

１ 年

２ 年

６か月

☆仮徴収と本徴収

仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 翌年２月

　前年の所得が確定していないため、原則

として前年度２月の徴収額と同額を納付

　確定した年間保険料額から、仮徴収額を

差し引いた残額を３回に分けて納付

８月の徴収額が減額になる方 （円）

仮徴収 本徴収
年間保険料

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 翌年２月

変更前 １２，１００ １２，１００ １２，１００ ７，５００ ７，５００ ７，５００ ５８，８００

変更後 １２，１００ １２，１００ ５，２００ ９，８００ ９，８００ ９，８００ ５８，８００

８月の徴収額が増額になる方 （円）

仮徴収 本徴収
年間保険料

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 翌年２月

変更前 ７，９００ ７，９００ ７，９００ １１，７００ １１，７００ １１，７００ ５８，８００

変更後 ７，９００ ７，９００ １３，６００ ９，８００ ９，８００ ９，８００ ５８，８００

☆徴収額の調整の参考例（年間保険料５８,８００円の場合）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
は
、

仮
徴
収
（
４
・
６
・
８
月
）
と
本

徴
収
（
10
・
12
・
翌
年
２
月
）

と
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
収
入
の
変
動
な
ど
に

よ
り
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
に

大
き
な
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
翌
年
度
以
降
の

特
別
徴
収
額
が
年
間
を
通
し
て

で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る
よ
う

に
、
８
月
の
徴
収
額
を
調
整
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
毎
年
の
保
険
料
額
に
大
き
な

変
動
が
な
い
場
合
に
限
る

※
保
険
料
の
年
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問�

い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
後

期
高
齢
者
医
療
係

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

８
月
の
特
別
徴
収
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

障
害
等
の
あ
る
方
へ

手
当
・
マ
ル
障
の
所
得
の
見
直
し
時
期
で
す

　
過
去
に
所
得
制
限
を
超
え
て

い
た
た
め
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
・
難
病
福
祉
手
当
・
心
身

障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
（
マ

ル
障
）を
受
け
て
い
な
い
方
で
、

所
得
が
下
が
っ
た
な
ど
、
新
た

に
受
給
資
格
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を

区分 心身障害者福祉手当 難病福祉手当 心身障害者（児）医療費助成

対象

身体障害者手帳１～４級
愛の手帳１～４度
脳性まひ・進行性筋萎縮症

難病医療費助成の対象疾病にり患し、原
則として「特定医療費受給者証」または「マ
ル都医療券」をお持ちの方

身体障害者手帳１・２級
（内部障害は３級を含む）
愛の手帳１・２度
精神障害者保健福祉手帳１級

※�６５歳以上で初めて上記に該当した方と所得制限限度額（下表）を超える所得のある方等は対象になりません。

所得制限限度額

所得の見直し月 令和元年８月以降は、平成３０年中の所得により判定します。
令和元年９月以降は、平成３０年中の
所得により判定します。

現在受給中の方
（手続き不要）

平成３１年４月～令和元年７月分は、８月２０日に振り込みます。
令和元年９月１日から使用する受給者
証は、８月下旬に送付します。

※�扶養親族の年齢等により左の限度額に加
算できる金額、該当すれば所得から控除
できる金額があります。

マル障一部負担金 １か月あたりの自己負担上限額

住民税課税者

通院（外来） １割
１８,０００円／月

年間上限１４４,０００円／年※１

入院 １割
５７,６００円／月

多数回４４,４００円／月※２

※１　�計算期間（毎年８月１日～翌年７月３１日）において、月の外来療養に係るマル障自己負担額の合計が１４４,０００円を超えた場合、
超えた部分を高額医療費として助成します。ただし、加入している健康保険組合等から高額療養費として支給される額について
は除きます。

※２　�過去１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり上限額が４４,４００円に下がります。

表１　心身障害者福祉手当、難病福祉手当、心身障害者（児）医療費助成対象者一覧

表２　令和元年８月１日からのマル障一部負担金

扶養親族等の数 所得制限限度額
０人 ３,６０４,０００円
１人 ３,９８４,０００円
２人 ４,３６４,０００円

３人目以降 １人につき３８０,０００円を加算

第
９
回
青
梅
市
障
が
い
者 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
交
流
祭

　
青
梅
市
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る

方
、
地
域
の
方
、
関
係
の
あ
る

方
等
に
対
し
、
日
頃
の
取
り
組

み
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
で
交
流

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日�

時
　
９
月
１
日
（
日
）　
午

前
10
時
～
午
後
２
時

会�

場
　
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

駐
車
場（
大
門
２
―
261
―
１
）

内�

容
　
各
種
模
擬
店
、
舞
台
発

表
な
ど

入
場
無
料

そ�
の
他
　
雨
天
時
は
一
部
内
容

を
変
更
し
て
室
内
で
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
▽
当
日�

は
、
同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
が
会
場
と
な
る
た

め
、
駐
車
場
は
、
大
門
市
民

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
体
育
館

西
側
の
一
部
40
台
分
）
と
Ｊ

Ａ
西
東
京
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

共�

催
　
市
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
交
流
祭
運
営
委

員
会

協�

力
　
市
民
生
児
童
委
員
合
同

協
議
会
、
霞
台
地
区
自
治
会

連
合
会

直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ
　
同
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
30
・
０
１
５
２
、

FAX
30
・
０
１
５
３

日�

時
　
８
月
21
日
（
水
）、

９
月
18
日
（
水
）　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
総
合
病
院

対�

象
　
が
ん
患
者
さ
ん
と
家

族

相
談
員
　
社
会
保
険
労
務
士

定�

員
　
各
日
先
着
３
人
（
１

人
40
分
・
予
約
制
）

費
用
無
料

申�

し
込
み
　
相
談
日
の
２

日
前
ま
で
に
電
話
☎
22
・

が
ん
患
者
さ
ん
の
た
め
の
就
労
相
談

自
立
セ
ン
タ
ー
福
祉
公
開
講
座

ビ

ー

ズ

ア

ク

セ

サ

リ

ー

日
時
　
８
月
21
日
（
水
）　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
自
立
セ
ン
タ
ー

講
師
　
明
田
川
冬
子
氏

費
用
無
料

申�

し
込
み
　
平
日
の
午
前
８
時�

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
電�

話
☎
32
・
１
６
３
１
で
自
立

セ
ン
タ
ー
へ

※
連
続
参
加
不
可

※
留
守
番
電
話
へ
の
申
し
込
み

不
可

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
、

　
市
障
が
い
者
福
祉
課

日�
時
　
９
月
10
日
（
火
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場
　
住
友
金
属
鉱
山
ア

リ
ー
ナ
青
梅
（
総
合
体
育

館
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

指
導
　（
公
財
）
東
京
防
災

救
急
協
会
職
員
　
ほ
か

普

通

救

命

講

習

会

救
命
処
置
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
操
作
法

定
員
　
先
着
30
人（
予
約
制
）

費
用
　
１
千
400
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

※
当
日
集
金

服
装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す

い
服
装
、
筆
記
用
具

※
ス
カ
ー
ト
不
可

そ
の
他
　
講
習
修
了
者
に
救

命
技
能
認
定
証
を
後
日

交
付
▽
認
定
年
月
日
が
３

年
以
内
の
救
命
技
能
認

定
証
を
持
参
の
場
合
は

200
円
の
割
引
あ
り

協
力
　
青
梅
消
防
署

申
し
込
み
　
電
話
☎
23
・

２
１
９
１
で
健
康
セ
ン

タ
ー
へ

　
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
の
た

め
、
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
休
息
で

き
る
場
所
と
し
て
、「
梅
っ
こ

サ
ロ
ン
お
う
め
・
さ
わ
い
・
お

そ
き
」
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

会�

場
　
健
康
セ
ン
タ
ー
３
階
、

沢
井
市
民
セ
ン
タ
ー
、
小
曾

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

受
給
中
の
方
は
、
手
続
き
は
不

要
で
す
。
対
象
者
等
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。

◆�

心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費

助
成
負
担
上
限
額
の
変
更

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
令

和
元
年
８
月
１
日
か
ら
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル

障
）
の
市
民
税
課
税
者
の
負
担

の
上
限
額
が
表
２
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

申�

請
・
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い

者
福
祉
課
庶
務
係
（
市
役
所

１
階
）

木
市
民
セ
ン
タ
ー

期�

間
　
９
月
30
日
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

ほ
か
、
利
用
で
き
な
い
日
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時�

間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問�

い
合
わ
せ
　
高
齢
者
支
援
課

地
域
支
援
係

３
１
９
１
ま
た
は
直
接

総
合
病
院
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

※�
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

申
し
込
み
時
に
、
相
談
内

容
を
簡
単
に
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
の
熱
中
症
予
防 

梅
っ
こ
サ
ロ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

健康・福祉 保険・年金・税金


